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広
島
大
会

二
〇
一
九
年
八
月
四
日
か
ら
六

日
に
か
け
て
、
大
阪
支
部
よ
り
三

名
で
原
水
禁
広
島
大
会
に
参
加
し

た
。
初
日
、
広
島
平
和
公
園
か
ら

県
立
総
合
体
育
館
ま
で
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
度
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
高
ら
か
に
あ
げ
な
が
ら
行

進
し
た
。
県
立
総
合
体
育
館
で
は

全
世
界
か
ら
集
ま
り
し
人
々
と
共

に
「
被
爆
七
四
周
年
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
・
広
島
大
会
開
会
総

会
」
に
参
加
し
た
。

二
日
目
は
一
五
会
場
に
分
か

れ
、
分
散
会
が
開
催
さ
れ
た
。
午

前
、
大
阪
支
部
三
名
は
「
平
和
と

核
軍
縮
Ⅰ
・
沖
縄
で
何
が
、
起
き

て
い
る
の
か
」
に
参
加
し
た
。
普

段
、
大
阪
で
も
沖
縄
の
現
状
報
告

集
会
な
ど
よ
く
分
か
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
散
会

で
は
現
状
報
告
は
も
と
よ
り
、
辺

野
古
の
埋
め
立
て
に
よ
る
被
害
を

生
物
学
的
見
地
な
ど
、
変
わ
っ
た

視
点
で
の
講
義
が
あ
り
、
興
味
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。

午
後
、「
話
芸
で
学
ぶ
、
平
和

と
核
」
に
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は

被
爆
し
た
広
島
・
長
崎
の
そ
の
後

の
生
活
風
景
を
「
落
語
と
講
談
」

で
学
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
落
語
を

間
近
で
見
聞
き
し
た
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
理
解
す
る
の
に
少

し
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
工
夫
に
よ
り
、
参
加
者

の
関
心
を
引
く
も
の
を
感
じ
取

れ
、
ま
た
、
貴
重
な
経
験
が
出
来

る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
終
日
、
今
大
会
の
ま
と
め
集

会
が
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
開
会
挨
拶
、
被
爆

者
へ
の
黙
祷
を
始
め
、
海
外
代
表

挨
拶
、
各
分
散
会
の
報
告
、
そ
し

て
特
別
決
議
「
中
距
離
核
戦
力

（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
全
廃
条
約
失
効
は
許

さ
な
い
」
と
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ピ

ー
ル
」
が
提
案
さ
れ
た
。

戦
後
七
四
年
が
経
っ
た
今
、
ま

だ
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
言

い
出
す
と
キ
リ
が
な
い
が
、
例
え

ば
、
核
開
発
、
実
験
、
保
有
の
問

題
。
ま
た
、
原
発
に
至
っ
て
も
そ

う
で
あ
る
。
何
故
人
は
そ
う
い
っ

た
も
の
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。
二
〇
一
七
年
七
月
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
を
日
本
は
批
准
し
て
い
な

い
。
世
界
中
で
唯
一
の
原
爆
被
爆

国
が
だ
。
事
も
あ
ろ
う
に
現
政
府

は
福
島
原
発
事
故
で
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
も
な
お
、
起
動
、
再

稼
働
と
暴
挙
と
も
取
れ
る
行
為
に

及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
で
は

新
基
地
を
建
設
す
る
の
に
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題

は
全
て
リ
ン
ク
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な

い
、
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
そ
の

想
い
を
日
本
が
世
界
中
の
先
頭
に

立
っ
て
訴
え
て
い
く
の
が
、
我
々

今
を
生
き
る
日
本
人
の
使
命
だ
と

思
う
。
今
回
参
加
し
た
「
被
爆
七

四
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・

広
島
大
会
」
で
、
被
爆
さ
れ
た

方
、
ま
た
、
そ
の
時
代
を
生
き
た

方
々
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
経
験
や

想
い
を
伝
え
て
も
ら
い
、
我
々
が

次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

色
々
学
習
し
、
恒
久
平
和
を
願
う

人
々
の
想
い
を
踏
み
に
じ
る
現
政

府
と
相
対
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
自
分
の
中
で
そ
う
い
っ

た
も
の
が
掻
き
立
て
ら
れ
、
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
関
西
地
方
大
阪
支
部

執
行
委
員

横
山
貴
安
基
）

長
崎
大
会

八
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三

日
間
、
被
爆
七
四
周
年
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
・
長
崎
大
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

初
日
、
七
日
は
長
崎
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル
で
開
会
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
核
も
戦
争
も
な
い
平
和

な
二
一
世
紀
に
！
」
を
掲
げ
高
校

生
平
和
大
使
の
み
な
さ
ん
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
川
野
浩
一
大
会
実

行
委
員
長
は
「
安
倍
政
権
は
平
和

憲
法
の
改
悪
を
企
て
て
い
る
。
改

悪
を
絶
対
に
許
し
て
は
い
け
な
い
。

私
た
ち
は
核
と
人
類
は
共
存
で
き

な
い
。
核
に
良
い
核
も
悪
い
核
も

な
い
」
と
運
動
を
進
め
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
外

か
ら
の
ゲ
ス
ト
、
福
島
か
ら
の
訴

え
、
長
崎
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
聞
き
初
日
は
閉
会
し
ま
し
た
。

二
日
目
、
八
日
は
「
平
和
と
核

軍
縮
・
日
米
同
盟
強
化
と
沖
縄
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
分
科
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
最
初
に
高
校
生

平
和
大
使
の
報
告
か
ら
始
ま
り

「
日
米
同
盟
強
化
と
沖
縄
」
と
い

う
大
変
難
し
い
テ
ー
マ
な
の
に
、

ま
だ
高
校
生
だ
け
ど
立
派
な
考
え

を
持
っ
て
い
て
、
質
疑
応
答
に
も

き
ち
ん
と
答
え
本
当
に
感
心
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
前
田
哲
男
さ
ん
、
コ
リ
ア
国
際

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
の
ソ

ン
・
ミ
ヒ
さ
ん
、
沖
縄
平
和
セ
ン

タ
ー
の
山
城
博
治
さ
ん
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
山
城
さ
ん
の
話
は
辺

野
古
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
写

真
を
使
い
、
大
変
熱
く
語
り
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

三
日
目
、
九
日
は
長
崎
総
合
体

育
館
で
閉
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
長
崎
か
ら
沖
縄
へ
タ
ス
キ

の
返
還
や
、
会
場
の
端
か
ら
端
ま

で
並
ん
だ
高
校
生
平
和
大
使
、
高

校
生
一
万
人
署
名
の
メ
ン
バ
ー
一

五
〇
人
以
上
が
、
こ
の
一
年
間
に

集
め
た
署
名
数
が
二
〇
万
筆
を
超

え
た
こ
と
、
二
〇
一
八
年
に
ノ
ー

ベ
ル
賞
へ
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
こ

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
提
案

す
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
で
、
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
は
、
爆
心
地

公
園
ま
で
非
核
平
和
行
進
を
行
い

ま
し
た
。
公
園
で
は
原
爆
投
下
時

刻
十
一
時
二
分
の
サ
イ
レ
ン
で
全

員
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
黙
と

う
が
始
ま
る
と
い
っ
せ
い
に
静
か

に
な
り
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
し
か
な

く
そ
の
当
時
に
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。三

日
間
に
渡
り
、
世
界
中
の
平

和
や
核
兵
器
廃
絶
、
脱
原
発
等
の

考
え
を
学
習
し
、
世
界
中
が
こ
れ

を
実
現
す
る
ま
で
こ
の
運
動
は
続

け
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。最

後
に
三
日
間
長
崎
県
支
部
の

方
々
の
大
変
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
大
変
貴
重
な
三
日
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
九
州
地
方
関
門
支
部

執
行
委
員

伊
藤
俊
明
）

福
島
大
会

七
月
二
十
七
日
に
福
島
市
の
福

島
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た
、
被

爆
七
四
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
、
福
島
大
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
原
発
も
核
も
戦
争
も
無
い

社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
全
国

か
ら
六
二
〇
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。大

会
で
は
、
副
実
行
委
員
長
の

則
松
佳
子
さ
ん
が
主
催
者
挨
拶
と

し
て
「
参
議
院
選
挙
で
は
改
憲
勢

力
が
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
を

阻
止
し
ま
し
た
が
、
戦
争
へ
の
道

に
絶
対
反
対
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
地
元
挨
拶
と
し
て
福

島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
角

田
政
志
さ
ん
が
「
福
島
第
二
原
発

の
廃
炉
を
正
式
に
表
面
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
原
発
の
無
い
福
島
を

訴
え
て
き
た
我
々
の
運
動
に
と
っ

て
大
き
な
一
歩
だ
が
廃
炉
ま
で
は

長
い
年
月
が
か
か
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
高
校
生
平
和
大

使
の
方
は
「
福
島
の
真
の
復
興
か

ら
世
界
の
平
和
に
つ
な
げ
た
い
、

福
島
の
現
実
を
知
ら
な
い
人
に
知

っ
て
頂
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

だ
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

大
会
基
調
提
起
は
、
大
会
事
務

局
長
の
藤
本
泰
成
さ
ん
が
行
い「
福

島
原
発
の
現
状
と
課
題
と
し
て
避

難
者
の
支
援
、
子
ど
も
や
住
民
の

健
康
対
策
、
原
発
の
再
稼
働
を
許

さ
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

求
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
三
人
の
講
師

の
方
よ
り
「
被
災
者
の
生
活
再

建
、
健
康
問
題
と
脱
原
発
」
を
テ

ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。
避
難
が

解
除
さ
れ
て
も
帰
還
す
る
人
は
高

齢
者
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
は
避
難

し
た
ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
や
、
原

発
事
故
発
生
時
に
正
確
な
情
報
が

伝
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
無
用
な

被
曝
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
。
ま
た
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
原
発
事
故
で
は
、
生
涯
に

わ
た
り
医
療
や
健
康
被
害
補
償
が

国
の
責
任
で
行
わ
れ
て
い
る
。
福

島
で
も
そ
う
さ
せ
る
た
め
、
広

島
、
長
崎
の
被
爆
者
へ
の
原
爆
手

帳
を
参
考
に
し
た
健
康
手
帳
を
作

っ
て
は
ど
う
か
な
ど
の
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
福
島

大
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で
確
認

し
、
そ
の
後
、
参
加
者
で
福
島
県

庁
前
ま
で
、「
原
発
を
無
く
せ
！

国
・
東
電
は
責
任
を
取
れ
！
」
な

ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が

ら
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
原
水
禁
福
島
大
会
に
参

加
し
て
、
原
発
事
故
か
ら
八
年
が

経
ち
ま
す
が
、
未
だ
に
復
興
が
出

来
て
い
な
い
現
実
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
福
島
の
悲
劇
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

福
島
出
身
の
私
た
ち
か
ら
声
を
上

げ
て
反
対
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。（
小
名
浜
支
部

青
木
勇
祐
）

今
年
も
原
水
禁
世
界
大
会
が
、
広
島
・
長
崎
、
そ
し
て
福
島
の
地
で
開
催
さ
れ
た
。
全
港
湾
か
ら
は
数
十
名
が
参
加
を
し
た
。
近
年
は
、

高
校
生
平
和
大
使
の
活
躍
な
ど
次
の
世
代
に
拡
が
る
運
動
の
取
り
組
み
も
注
目
を
集
め
て
き
て
お
り
「
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
を
体
験
し
、
憲
法

を
守
り
、
一
切
の
戦
争
を
否
定
し
、
二
度
と
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
訴
え
、
行
動
し
よ
う
」
と
い
っ
た
ア
ピ
ー
ル
も
出
さ
れ
、
活
況

を
呈
し
て
き
て
い
る
。
全
港
湾
か
ら
の
参
加
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。
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第第99回回中中央央港港湾湾団団交交仮仮協協定定書書、、確確認認書書
7月25日、第9回中央港湾団交において締結された仮協定書と確認書を掲載します。

仮協定書
一般社団法人日本港運協会（以下「日港協」という）と全国港湾労働組合連合会及び
全日本港湾運輸労働組合同盟は、2019年度（令和元年度）の労働条件改善について、下
記の通り協定する。

記
1．雇用基盤と港湾労働の安定について
認可料金制度の復活は、労使共通の政策課題であり、その目的達成に向け、関係行
政等に要請することを始め、あらゆる方策を検討し、その中で必要に応じ調査等も含
め、具体的に取り組むこととする。

2．船社の統合、アライアンスに係わる港運事業の業域と港湾労働者の職域を確保する
課題について
事前協議制度は、港湾労働者の雇用と就労を守ることを原則とした極めて重要な制
度であることを日港協は認識し、引き続きこの制度の厳守を前提に、適正かつ厳格な
運用を行っていく。そのために、2017年3月1日付中央事前協議会議事録確認を原則
に、船社からの事前協議申請については、日港協として関係元請と雇用不安の有無に
ついて充分検証した上で、定例の中央事前協議会またはその小委員会を立ち上げ労使
協議・検討し、必要に応じ船社に対して協力を求める事とする。

3．諸労働条件の整備による職場環境の改善について
⑴ 業界団体としての「人材確保」策の実施について

日港協は「人材確保」のための社会的アピールの一貫として、港運業界の重要性
及び認知度を高めるための広報用動画を作成し活用する。
⑵ 定年延長に伴う諸制度の整備について
① 65歳定年制度の実施に向けた条件整備について

定年年齢65歳の2025年度の確実な実施に向けて、各企業労使で努力するよう周
知する。
② 港湾年金の支給要件について

港湾年金の支給要件の改定については、原資負担の増加が見込まれるので、労
使からなるワーキンググループを立ち上げ、安定協会よりデーターの提供を求め
つつ課題の精査を含め、65歳の誕生日までを対象とし、2020年4月1日より実施
する。

4．労災企業補償制度について
昭和49年4月20日付協定書（協定書・確認書集第52条）を尊重し、負担増を含め、
各企業内補償の実態把握に努めるとともに、引き続き中央安全専門委員会、必要に応
じ労使政策委員会において、問題解決に向け協議する。

5．春闘協定等に基づく継続課題について
⑴ 四検査機関に係る指定事業体に関する共通課題として2018年12月20日付「指定事
業体のあり方」についての労使確認事項を踏まえ、検数検定小委員会で引き続き協
議する。
⑵ インランドデポなどドライボートの港運事業への影響については、18春闘協定に
基づき引き続き労使政策委員会で協議する。
⑶ 関連専業の労働環境整備については、日港協整備部会と関係労働組合による専門
委員会にて、引き続き協議促進を図ることとする。
⑷ 四国地区の労使協議体制については、労使懇談の揚としての「四国地区港湾労使
協議会」を設立し、その協議会及び他の機会を捉えて引き続き相談等対応すること
とする。国際バルク戦略港湾政策を推進するにあたり集約される港への配慮を行う
よう求めていく。又、三島川之江港の指定港化について、引き続き中央・地区一体
となって関係先に働きかける。
⑸ 「港湾倉庫」・「特定港湾倉庫」について
① 港頭地域の倉庫・物流施設の事前協議対応については、現行の事前協議制度の
適正な運用・強化を図り、労使パトロール等を通じてチェック体制を徹底する。
又、港頭地域における物流施設は、港運事業者の業域であり、かつ港湾労働者の
職域であることを原則とし、事前協議の取扱いを含め、定例の中央事前協議会又
は専門委員会（必要に応じて労使政策委員会）で整理・検討する。
② 港湾倉庫・特定港湾倉庫指定のあり方あるいは、2018春闘で港湾労働法の全港
・全職種適用について労使合意した事を踏まえ、今後の課題整理、課題克服の要
件と解決策について引き続き港労法問題労使検討委員会で協議する。

⑹ 自然災害から労働者を守る対策については、日港協BCP部会の「事業継続計画
書策定支援ツール」の基本方針の「顧客、従業員等の生命の安全確保を最優先する
こと」に基づき、 各社・各事業所はその主旨を充分理解の上、各地域の地方自治
体や港湾管理者に協力していくこととする。

以 上
2019年（令和元年）7月25日

確 認 書
一般社団法人日本港運協会（以下「日港協」という）と全国港湾労働組合連合会及び
全日本港湾運輸労働組合同盟は、2019年2月4日付公文全国港湾18発57号・港運同盟発
18‐第2号「事前協議制度違反に関する申し入れ」の取り扱いについて、下記の通り確
認する。

記
1．日港協は、沖縄港運協会に対し状況把握を求めることとし、その報告を踏まえて、
中央・地区労使で引き続き協議する。

2．今後は事前協議制度を厳格に運用する立揚から、中央・地区労使で港湾労働者の雇
用と職域の問題が生じないよう対処する。

以 上
2019年（令和元年）7月25日

東北地方組織拡大
秋田支部
船通分会を結成！
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突
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連
絡
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支
部
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記
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会
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。
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な
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仲
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催
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ま
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長
と
話
を
し
ま
し
た
。
組
合
結

成
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本
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別
中
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の
久
し
ぶ
り
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組
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大
で
し

た
。

（
東
北
地
本
書
記
長

矢
代
正
人
）
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